
 
 
 
 
ゴールデンウィーク明けの 5 月 7 日に、北大阪
急行線の開業が 3 年延期され令和 5 年度にずれ
込むことがニュースで流れました。6 月議会の
総務常任委員会で、延伸事業の遅れが取り上げ
られましたので、委員会でのやり取りをもとに、
私が知りえた状況を報告させていただきます。
 
 
 
一部の用地取得がおくれたことで、当該箇所の
工事着手が18カ月遅延し、さらに地中からのコ
ンクリート擁壁の出現で、その撤去に３カ月要
し、合計で21カ月の遅延が生じたが、コンクリ
ート擁壁の撤去は現時点で完了しています。 
 
 
 
千里中央駅を建設
する際に、当時主流
だった掘削範囲の
周囲を斜めに掘り
下げて、のり面で土
が崩れないように
する、オープンカッ
ト工法ではなく、ほ
ぼ垂直に掘削する
工法で施工してい
たことが分からな
かった。改めて調査
すると、この際に設置した土留め壁が延伸ルート上
の駅北側に存置し、この土留め壁上部には千里中央
駅周辺の建物が建設されていることが判明しまし
た。当初はシールドトンネル工法で千里中央駅のコ
ンクリート部分も削り込み現存するトンネルと直
結する予定でしたが、この土留め壁をシールドマシ
ーンで潰そうとすると上部の建物にも影響し、ひい

ては千里中央駅にま
で影響することから、
事前に土留め壁を撤
去する必要がありま
す。これが、かなり
な難工事で、いろい
ろな学経の方々の意
見も聞き、調査もさ
らに進め、周辺建物
への影響を考慮した
撤去工法の検討を行
い、周辺の建物所有

者への工事の概要説明を行います。周辺の方々への
説明が、まだ１年以上必要なことから、令和２年度
の下半期から壁の撤去作業を開始できることを目
標に調整を進めています。また、撤去作業は既存の
千里中央駅終端部からの工事になることから、地下
鉄の営業時間後にしか作業ができないので、約 17
カ月を要するので、約 3 年遅れるとのことです。 

 
 
 
箕面市工区のコンクリート擁壁の撤去費は、約１億
5,000万円程度、千里中央駅北側の土留め壁の撤去
費は、約３億円程度と試算しています。一方、箕面
市が工事を発注した際に約20億円の入札差金があ
ります。また、北大阪急行電鉄が発注したシールド

トンネル工事でも約60億円の入札差金があります。
「コンクリート擁壁や、千里中央駅北側の土留め擁
壁の撤去工事で増額となる事業費などは、合計約
80億円の入札差金で吸収できるので、総事業費650
億円を超えることはない」との答弁でした。 
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鉄道開業の延期に伴いま
す箕面船場阪大前駅周辺
のまちづくりへの影響は、
図書館、文化ホール、生涯
学習センター、地下駐車場
などの複合公共施設や地
区内デッキ、デッキ下駐輪
場は整備工事に影響はな
く、当初の予定どおり令和
３年春の竣工を予定し、エ

ントランス、駅前広場、
駅舎駐輪場は、鉄道工事
の進捗の影響を受ける
ため、令和５年度、2023
年度の鉄道開業までの
竣工を予定している。大
阪大学の新キャンパス
移転は、当初予定の令和
３年、2021年４月の開校
を予定しています。 

 
 
 
文化ホールは、遠方からのご来場も見込まれるため、
鉄道開業までの間は既存の路線バス等の公共交通
による来場をご案内します。特に、文化ホールでの
大規模なイベント開催時など、市内外から一度に大
勢の利用客が予想される場合につきましては、今後

ホール運営事業者と協議、調整し、対応策を検討し
ます。大阪大学への通勤・通学等の交通手段につき
ましては、現在大阪大学で代替案を検討されており、
市として協力できる部分については、今後大阪大学
と協議していきます。 

 
 
北大阪急行線の延伸事業は、箕面市が施工する部分
と北大阪急行（株）が施工する部分に分かれていま
す。箕面市は令和 2 年度内の開業に間に合わせる
ことを目的として取り組んできた結果、多少の遅れ
は出ているものの、大きくずれることは無いと思い
ました。一方、北大阪急行（株）が施工する部分に

は、建物の基礎に組み込まれた土留め擁壁という埋
設物が出てきたことに加え、現地での工事説明など
の初動作業が遅れていることは否めません。今後は、
地下鉄延伸工事や運行で影響を受ける方々に丁寧
な説明を行い、納得していただいたうえで、焦らず
安全な体制で工事を進めてもらいたいと思います。 

 
 
 
箕面市は、阪神淡路大震災
や東日本大震災での甚大な
被害状況を受け、地震直後
に警察や消防、自衛隊など
の公的機関による救助活動
力に限りがあることから、
地域の命は地域で守っても
らえるような仕組み作りを
進めています。その一環と
して、各小学校区に地区防
災委員会を設立し、自治会
をはじめ⻘少年を守る会、
コミセン運営委員会、老人
会等々その校区内の各種団
体が加入しています。先日、
地区防災委員会と議会との意見交換が行われた中
で、地区防災委員会の活動が避難所の運営に偏って

しまい、生き埋め状態の人
の救助や初期消火が軽視さ
れているように感じました
ので、 
『市は、地震直後の災害対
応体制を再点検し、改めて
地区防災委員会をはじめ、
各種団体に地震直後に消
火・救助活動の重要性の周
知を行う必要があるのでは
ないか』 
『1 月 17 日に行う全市一
⻫防災訓練の内容を、避難
所の運営に偏った訓練では
なく、救助や消火活動も取

り入れた訓練に見直す必要はないのか』と、質
問しました。
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